
クリーンパーク北但
避難所の位置づけ

豊岡市の避難所の考え方

長期化する場合は移動

「地区公民館など」

指定避難所（自らの命を守るため、緊急に非難する場所）：開設期間 １～２日

区の自主防災組織員を中心とした運営

生活品（毛布、食事等）は、各自で持参

「コミュニティーセンター」や「小中学校」

生活する避難所（長期避難） ： 開設期間 必要とする期間継続

自主防災組織に加え、行政からも運営を支援

クリーンパーク北但での対応

・必要とされる方には、備蓄品（食料、毛布他）を提供

・ごみ処理業務に支障とならない期間（最大１０日程度）



クリーンパーク北但の避難所としての特徴

1.避難拠点としての構造・スペースへの配慮

管理棟・工場棟を開放し、坊岡・森本両地区人口相当の

３６０人分の避難スペースを確保

2.電源確保のための対策

非常用発電機を使用して電気を供給し、

避難者の環境を維持



クリーンパーク北但の避難所としての特徴

3.通信機器整備

衛星電話を設置することで、使用制限下での連絡手段を確保

防災行政無線の受信機を設置し、災害時の状況を的確に把握



クリーンパーク北但の避難所としての特徴

4.避難者の滞在環境保全

３６０枚の間取りパーテイションを常備し、避難者の

プライバシーに配慮

5.生活必需品の備蓄

避難者３６０人が１０日間生活可能な食料品、

生活必需品等を備蓄



管理棟2階 備蓄状況

パーティション 組立状況



避難所

クリーンパーク北但



避難所の案内表示例（１F）



避難所の案内表示例（２F）


